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30
年
度
固
定
資
産
税
の

縦
覧
と
閲
覧

◆
縦
覧
制
度

　

土
地
の
納
税
者
は
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

◆
閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
や
借

地
・
借
家
人
な
ど
は
、
関
係
す
る
固

定
資
産
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
開
始
日　

４
月
２
日
㈪

◆
共
通

縦
覧
・
閲
覧
場
所　

課
税
課

縦
覧
・
閲
覧
申
請
に
必
要
な
物

　

本
人
確
認
書
類
（
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
発
送
予

定
※
代
理
人
は
納
税
義
務
者
（
会
社
な

ど
の
場
合
は
代
表
者
）
の
委
任
状

が
必
要

※
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
そ
の
資
産

と
の
関
係
を
示
す
書
類
（
賃
貸
借

契
約
書
や
領
収
書
な
ど
）
が
必
要

※
借
地
・
借
家
人
の
場
合
、
縦
覧
期

間
中
で
あ
っ
て
も
対
象
物
件
１
件

に
つ
き
手
数
料
３
０
０
円
が
必
要

※
路
線
価
も
公
開

30
年
度
は
固
定
資
産
税

評
価
替
え
年
度

　

30
年
度
は
土
地
と
家
屋
の
評
価
額

を
３
年
に
１
度
見
直
す
評
価
替
え
年

度
で
す
。

　

30
年
度
で
決
定
し
た
評
価
額
は
３

年
間
据
え
置
く
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

土
地
は
31
・
32
年
度
で
地
価
の
下
落

が
あ
り
、
評
価
額
を
据
え
置
く
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
き
は
評
価
額
を
修

正
し
ま
す
。
家
屋
は
増
築
や
一
部
滅

失
な
ど
の
異
動
が
な
け
れ
ば
32
年
度

ま
で
据
え
置
き
ま
す
。

問
合
先　

課
税
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
５
９
１
８

国
民
健
康
保
険

短
期
被
保
険
者
証
を
更
新

　

５
月
１
日
㈫
か
ら
有
効
の
国
民
健

康
保
険
短
期
被
保
険
者
証
を
、
４
月

18
日
㈬
か
ら
保
険
収
納
課
窓
口
で
交

付
し
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
業
務
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
人
は
、
夜
間
交
付
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
夜
間
交
付
窓
口

と
き　

４
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

持
ち
物　

印
鑑
、
来
庁
者
本
人
を
確

認
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
な
ど

）
、
旧
短
期
被
保
険
者
証

問
合
先　

保
険
収
納
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
５
９
３
９

後
期
高
齢
者
医
療
の
お
知
ら
せ

◆
歯
科
健
康
診
査

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
４
月
か
ら
、
口
腔
機
能
の

低
下
や
肺
炎
な
ど
を
予
防
す
る
た
め

歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
４
月
下

旬
に
送
付
す
る
「
歯
科
医
院
リ
ス
ト

」
に
記
載
の
歯
科
医
院
で
、
年
度
中

に
１
回
、
無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
事
前
に

歯
科
医
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
年
度
途
中
に
75
歳
に
な
る
場
合
、

歯
科
医
院
リ
ス
ト
は
誕
生
月
の
翌

月
に
送
付

※
被
保
険
者
証
を
持
参
。
歯
科
健
診

は
受
診
券
な
し

歯
科
健
診
の
対
象
外
と
な
る
人

◦
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
６
カ
月
以

上
継
続
し
て
入
院
中
の
人

◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の
施
設
に

入
所
ま
た
は
入
居
し
て
い
る
人

◦
介
護
予
防
事
業
に
お
け
る
口
腔
ケ

ア
な
ど
の
歯
科
保
健
事
業
の
対
象

と
な
る
人

◆
健
康
診
査
の
受
診
券
を
送
付

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
年
度
中
に
１
回
、
健
康
診

査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
４

月
下
旬
に
「
健
康
診
査
受
診
券
」
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
指
定
医

療
機
関
な
ど
に
連
絡
の
う
え
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
持
参

※
年
度
途
中
に
75
歳
に
な
る
場
合
、

受
診
券
は
誕
生
月
の
翌
月
に
送
付

◆
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
年
度
中
に
１
回
、
人
間
ド

ッ
ク
受
診
費
用
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

助
成
費　

上
限
２
万
６
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
物

　

領
収
証
、
検
査
結
果
通
知
書
、
被

保
険
者
証
、
預
貯
金
通
帳
、
印
鑑

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
給
付
課

　

☎
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

　

健
康
保
険
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
５
６
９
７

30
・
31
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
率
を
決
定

年
間
保
険
料　

　

均
等
割
額
（
被
保
険
者
１
人
当
た

り
５
万
１
４
９
１
円
）
＋
所
得
割

額
（
賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
×
９
・
90
％
）

※
賦
課
限
度
額
は
62
万
円

※
低
所
得
世
帯
は
保
険
料
軽
減
あ
り

※
所
得
で
軽
減
判
定
を
す
る
た
め
住

民
税
未
申
告
の
人
は
申
告
が
必
要

問
合
先

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
資
格
管
理
課

　

☎
０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

　

健
康
保
険
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
５
６
９
７

靴
型
装
具
の
療
養
費
支
給
申
請

に
は
靴
型
装
具
の
写
真
も
必
要

　

４
月
１
日
申
請
分
か
ら
、
靴
型
装

具
の
療
養
費
支
給
申
請
に
必
要
な
物

を
次
の
と
お
り
に
変
更
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
（
変
更
後
）

　

医
師
の
診
断
書
か
意
見
書
ま
た
は

装
着
証
明
書
、
明
細
が
分
か
る
領

収
書
、
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
振

込
先
の
分
か
る
物
、
靴
型
装
具
の

写
真

問
合
先

　

健
康
保
険
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
５
６
９
７

人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
常
生
活
に
お
け
る
問
題
や
悩
み

ご
と
な
ど
に
相
談
員
が
親
切
に
応
対

し
ま
す
。
各
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
人
権
相
談
員
に
よ
る
相
談

と
き　

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
女
性
政
策
課

相
談
員　

市
人
権
協
会
相
談
員

◆
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談

と
き　

第
２
・
第
４
水
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
祝
日
は
除
く

と
こ
ろ　

市
民
相
談
室
１

　

（
市
役
所
別
館
３
階
）

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
（
玄
番
允

子
、
阪
上
周
一
郎
、
佐
野
幸
雄
、

白
土
清
治
、
土
川
好
子
、
西
川
和

彦
、
畑
智
恵
子
、
濵
田
和
則
、
牧

野
博
子
、
盛
一
正
人
）

◆
人
権
擁
護
委
員
会
特
設
人
権
相
談

　

５
月
１
日
～
７
日
の
「
憲
法
週
間
」

に
合
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
。

と
き　

５
月
２
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
相
談
室
１

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

◆
共
通

申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接

申
込
・
問
合
先　

人
権
女
性
政
策
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
６
０
７
９

　

FAX
０
６
（
６
９
０
５
）
３
２
６
４

国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

　

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
月

額
が
１
万
６
３
４
０
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
書
で
前
納
し
た
場
合
の

割
引
額
は
２
年
度
分
で
１
万
４
４
２

０
円
、
１
年
度
分
で
３
４
８
０
円
、

６
カ
月
分
で
８
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
で
の
前
納
は
、
任
意
の
月

分
～
翌
年
度
末
の
分
を
前
納
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
こ
の
場
合
は
専
用

の
納
付
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

守
口
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
１
年
度
分
、
６
カ
月
分
前
納
用
の

納
付
書
は
４
月
上
旬
に
送
付

※
２
年
度
分
の
納
付
書
の
送
付
は
守

口
年
金
事
務
所
に
申
し
込
み

学
生
納
付
特
例
制
度

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
学
生
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
学
生

※
対
象
外
と
な
る
学
校
の
場
合
は
一

般
で
の
免
除
申
請
で
受
付

※
毎
年
４
月
に
更
新
手
続
き
が
必
要

申
請
に
必
要
な
物　

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
（
写
し
可
）

問
合
先　

守
口
年
金
事
務
所

　

☎
０
６
（
６
９
９
２
）
３
０
３
１

　

市
民
課

　

☎
０
６
（
６
９
０
２
）
６
０
０
５

下
水
道
整
備
区
域
を
拡
大

　

公
共
下
水
道
施
設
の
整
備
に
よ
り
、

４
月
か
ら
く
み
取
り
便
所
の
水
洗
化

や
浄
化
槽
の
廃
止
が
可
能
と
な
る
地

域
が
広
が
り
ま
す
。

対
象
区
域　

　

大
字
打
越
、
打
越
町
、
大
池
町
、

北
岸
和
田
１
丁
目
・
２
丁
目
、
大

字
北
島
、
北
島
町
、
大
字
桑
才
、

五
月
田
町
、
四
宮
３
丁
目
・
４
丁

目
、
島
頭
２
丁
目
、
下
馬
伏
町
、

城
垣
町
、
千
石
西
町
、
千
石
東
町
、

大
字
薭
島
、
東
田
町
、
三
ツ
島
１

丁
目
、
大
字
横
地
の
各
一
部

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

◆
下
水
道
使
用
料
の
負
担

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
対
象

区
域
の
人
は
水
道
使
用
量
に
応
じ
た

下
水
道
使
用
料
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
下
水
道
施
設
の

維
持
管
理
費
と
し
て
使
用

※
水
洗
ト
イ
レ
に
切
り
替
え
て
い
な

い
場
合
で
も
、
雑
排
水
は
下
水
道

管
を
通
り
処
理
場
で
浄
化
処
理
さ

れ
る
た
め
使
用
料
を
負
担

◆
く
み
と
り
便
所
の
水
洗
化
は
３
年

以
内
に

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
く
み
取
り
便

所
を
水
洗
化
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先

　

上
下
水
道
局
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
６
（
６
９
０
３
）
２
１
２
２

　市民一人ひとりが主体的かつ継続的に

健康づくりや食育の推進を行っていくた

めの基本的な目標を設定し、その実現に

向けた取り組みを推進するための計画

計画期間　25年度～34年度

めざすべき将来像　「あなたが主役　み

んなでひろげる　健康づくりと食育の輪

」を基本理念とし、すべての門真市民の

健康寿命の延伸や食を通じた健全な心身

と豊かな人間性の形成をめざします。

問合先　健康増進課

　☎０６(６９０４)６５００

　障害者総合支援法と児童福祉法に基づ

く障がい福祉サービスや相談支援などの

施策の充実に向けて、制度改革を踏まえ

た目標を設定し、達成に向けた取り組み

を推進するための計画

計画期間　30年度～32年度

計画の対象　身体・知的・精神の障がい

（発達障がいを含む）などで、その障が

いや社会的障壁（障がいがある人にとっ

て障壁となる事物・制度・慣行・観念な

ど）により、日常生活、社会生活で継続

的に相当な制限を受ける状態にある人（

難病に起因する場合も含む）

計画の基本理念

　すべての障がいのある人が個人の尊厳

にふさわしい日常生活または社会生活を

営むことができるよう、一人ひとりに合

った必要な支援の体制づくり、および障

がいのある人もない人も相互に人格と個

性を尊重しながら共に生きる社会づくり

をめざします。

問合先　障がい福祉課

　☎０６(６９０２)６０５４

　☎０６(６９０２)６１５４

　高齢者などに関する施策全般について、

基本的な政策目標を設定し、その実現に

向けた取組を推進するための計画

計画期間　30年度～32年度

めざすべき将来像　「みんながつながる

元気で活躍できるまち・門真」

　市民・地域・団体などの主体的な取組

を支援するとともに、公民協働で高齢者

を支えるまちづくりに取り組み、人もま

ちも元気なまちづくりをめざします。

問合先　高齢福祉課

　☎０６(６９０２)６１７６

各計画の閲覧場所

　各担当課、市情報コーナー（市役所

別館１階）、南部市民センター、市立

公民館、こども発達支援センター、老

人福祉センター、市ホームページなど

門真市健康増進計画・食育推進計画　
健康かどま21を中間評価及び計画改定

門真市第７期高齢者保健福祉計画を
策定

門真市第５期障がい福祉計画・
第１期障がい児福祉計画を策定

保
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年

金

上
下
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道

人
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金
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広報かどま 4


